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Ａ非常用ディーゼル
発電機 清水加熱器
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Ｂ非常用ディーゼル
発電機 清水加熱器
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高浜発電所２号機 Ａ非常用ディーゼル発電機室内における蒸気漏れについて

＜蒸気漏れ箇所の写真＞

＜配管フランジ部を取外した状態＞

（パッキンが破損）

【パッキンの仕様】

・大きさ 外径７４mm
内径３５mm

・厚さ １．７mm
・材質 黒鉛

＜Ａ非常用ディーゼル発電機室＞ ＜Ｂ非常用ディーゼル発電機室＞
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事象概要

蒸気漏れ箇所

：ドレン水が滞留していた箇所

＜対策①＞
蒸気漏れが発生した配管フラン
ジ部のパッキンを新品に取替え ウォーターハンマー

現象の発生

原子炉補助建屋

１号機２号機

発生場所

タービン建屋

＜２号機Ａ非常用ディーゼル発電機室 立面図＞

ディーゼル機関 （１階）

（地下１階）

階段

発電機

発生場所

＜蒸気漏れ箇所の写真＞

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機停止中

清水加熱器により加温

された清水を循環させ、

ディーゼル発電機を暖

機する。

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機運転中

ディーゼル発電機の運

転により発生した熱を

清水冷却器により冷却

する。

清水加熱器

＜対策②＞

系統配管内に滞留したドレン水を排出できる弁を新たに設置し、

ディーゼル発電機の暖機を行う場合は、事前にドレン水を抜く

運用に変更

蒸気漏れ箇所

欠
損
部

『２号機Ａ非常用ディーゼル発電機室』

２号機B非常用ディーゼル発電機室

清水加熱器
※

清水ポンプ

Ａ空気冷却器

清水タンク

Ｂ空気冷却器

ディーゼル機関

蒸気漏れ箇所

清水冷却器

１次系

海水系統

温水循環ポンプ

Ａ非常用ディーゼル発電機冷却水系統概略図

 １次系補助蒸気系統から

Ｂ非常用ディーゼル
発電機 清水加熱器
（起動準備・暖機中）

A非常用ディーゼル発電機清水加熱器
補助蒸気供給弁（AG-S005)

＜Ｂ非常用ディーゼル発電機室＞＜Ａ非常用ディーゼル発電機室＞

１次系補助蒸気系統へ

１次系補助

蒸気系統へ

暖機のため
弁を開操作

Ａ非常用ディーゼル発電機
定期点検のため「閉止」状態

ＢG-S005
ＢG-S013

ＡG-S006

元弁の隔離操作により
蒸気漏れ停止

Ｂディーゼル
発電機清水
加熱器温度
制御弁前弁
（BG-S006)

※：清水加熱器
  水を補助蒸気で加温する熱交換器であり、
    その加温水で非常用ディーゼル発電機を暖機する。
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